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国士交通大臣北側

’

下記の構造方法又は建築材料については、建築基準法第68条の26第k、建築基準法第68条の26第1項系伺法第88

の規定に基づき、同法施行令第129条の2の5罫圭項#蝋＝準用字るー層

第1項第七号ハ[防火区画貫通部1時間遮炎性能]の規定に適合するものであることを認め

る。

語
記

1．認定番号

PS060FL-0264

2．認定をした構造方法又は建築材料の名称

無機質混入オレフィン樹脂・ガラス繊維積層材付硬質塩化ビニル給水管・排水

管／セメントモルタル充てん／床耐火構造／貫通部分（中空床を除く）

3．認定をした構造方法又は建築材料の内容

別添の通り

摩



別添

1.構造名：

無機質混入オレフイン樹脂・ガラス繊維積層材付硬質塩化ビニル給水管・排水管／セメントモルタル充

てん／床耐火構造／貫通部分（中空床を除く）

2.申請仕様の寸法：

申請仕様の寸法を表1に示す‘

表1申請仕様の寸法

項E 申鯖仕様

開口音
形状

面積

円形(ゆ158m以下）

0.0196ra'以1

占積罫 87.8％以下（管継手I

(開口面積に対する被覆材付配管の断面積の総合計の割合I 69.8％以下（直管）

ALCパネル厚さ:100mm以上

貫通する床の構造等 又w

鉄筋コンクリート厚さ:lOOram以上（中空床を除く

－2－
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3.申請仕様の主構成材料：

申請仕様の主構成材料を表2及び管の構成材料を表3に示す。

項巨

無機質混入オレ

フィン樹脂・カ

ラス繊維積層物

(以下、被覆籾

という）

表面材

樹脂シート

基材

貫通部処理材

(以下、耐火テープという）

セメントモルタル

又f;

ロックウールセメントモルタル

(以下、充てん材という

表2申請仕様の主構成材料

材侭

寸湛

材畏

組励

(質量％）

寸湛

密風

材僅

寸柱

密風

処理方法

材質

組威

(質愈％）

寸柱

処理方法

材質

組成

(質趣％）

充てん量

材質

組成

(質量％）

充てん通

申請仕様

床の上下面から300m以上（全管被覆又は部分被覆）

貫通部に100mm以上埋め戻されるように調亜

セメントモルタル

普通ポルトランドセメント：25

砂 ：75

隙間に密に充て人

ロックウールセメントモルタル

ロックウール：50～8（

普通ポルトランドセメント：20～5C

隙間に密に充てん

－3－



表3申請仕様の管の構成材料
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4.申請仕様の副構成材料：

申請仕様の副構成材料を表4に示す｡

表4申請仕様の副構成材料

－4－

項E 申請仕様

給水眉

●

排水霜

(以下、配管という）

塩化ビニル管

(直管）

塩化ビニル管

(管継手）

材質

外径

厚さ

材質

受口外名

厚さ

種類：①、②及び@

①硬質塩化ビニル管(JISK6741

(記号:VP及びvu

②水道用硬質塩化ビニル管(JISK6742

(記号:VP)

③耐熱性硬質塩化ビニル管(JISK6776

(記号:HT)

618～ゆ114mm(記号:VP、vu及びHT]

2.2～7.Imra(記号:VP)

1.8～3.1mm(記号:VU)

2.5～7.1mm(記号:HT)

種類：①～④の－

①排水用硬質塩化ビニル管継手(JISK6739)

(記号:DV)

②屋外排水設備用硬質塩化ビニル管継手(AS38

(記号:VUDV)

③水道用硬質塩化ビニル管継手(JISK6743)

(記号:TS)

④耐熱性硬質塩化ビニル管継手(JISK6777)

(記号:HT)

｡44～｡124mm(記号:DV)

‘67～ゆ124mm(記号:VUDV)

‘24～‘102mm(記号:TS)

ゆ26～巾134m（記号:HT)

2.5～4.3mm(記号:DV)

3.3～4.6mm(記号:VUDV)

2.8～6.2m（記号:TS)

2.8～9.8mm(記号:HT)

項E 申請仕様

ジョイントテープ

材傷

組同

(質堂％）

寸間
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5.申請仕様の配管の寸法：

申請仕様の配管の種類別の寸法を表5に示す‘

表5 配管の種類及び寸法

呼称寸法

(呼び径）

13

16

2C

25

3C

40

5C

65

7

10〔

種類

(記号）

VP

HT

VP

HT

VP

HT

VP

HT

VP

HT
ー

VP

vu

HT

VP

vu

HT
I■■■■

V F

vu

HT(#
l■■■■

V F

vu

HT(#
－

VF

vu

HT(#

塩 ヒピニル管(i

外径

18m

22m

26mm

32mni

38nmi

■■■■■

48唾

60raiT

■■■■■■

76ran

－

89nm

一

114mm

:管）

厚さ 種類

(記号）

2.2m(2.5m） TS

2.5回 HT

2.7ni TS

3.Omi HT

2.7mra(3.Oram) TS

3.Omi HT

3.1mm(3.5mm) Td

3.5m HT

3.1mm(3.Smm) DV

3.5唾 TS

一 HT

3.6皿(4.0m） DV

1.8m TS

4.0m HT

4.1m(4.Smm) DV

1.8m VUD，

4.5m TS

一

HT

4.1m DV

2.2m VUDV

5.0画 TS

－

HT(#

5.5m(5.9mm) DV

2.7回 VUDV

5.9回 TS

－

HT(#

6.6mm(7.1mm) DV

3．1画 VUDV

7．1m！ HT(#

塩化ビニル管（亀 畦手）

受口外宿 厚さ

24am. 2.8匝、

26mn

29mn 3.3mm

33mn 3.3ffim

34m 3 8m

40m 3 7皿

41m 4 3皿

44nui 2 5皿

46mit 3 7皿

3 Smm

54mn 2 Smm

57ran 4 2mm

56mn 3 8回

67m 3 Omra

67mm 3 Smm

70inm 4 6mm

69mm 4 3mm

83mm 3 Omm

83mm 3 2皿、

87mra 5 2tm

90m 6 Smm

97mra 3 4mm

97m 3 7mm

102mm 6 2mm

105mm 7 6mm

124mm 4 Smm

124mm 4 6mm

134皿 9 6miロ

注1）：塩化ビニル管（直管）は、JISK6741(記号:VP及びVU)、JISK6742(記号:VP)、JISK6776

（記号:HT)及びこれに準拠した製品とする。

注2):HT(#)は、JISK6776の準拠品である。

注3):JISK6742(記号:VP)の厚さは、()内の数値とする。

注4）：塩化ビニル管（管継手）は、JISK6739(記号:DV)、塩化ビニル管・継手協会規格AS38(記号:VUDV)、

JISK6743(記号:TS)及びJISK6777(記号:HT)の規格品及びこれに準拠した製品とする。

6.申請仕様の構造説明図：

申請仕様の構造説明図を図1～図3に示す。

－5－



単位mm

被種材

(無樋質混入オレフイン樹脂・ガラス繊維積層材）

配管

>雲議差鴛憲）
被覆材

(無樋質混入オレフィン樹脂・ガラス繊維積囲材）

／
配管
(塩化一ル管管ロ

(塩化ビニル管： ﾖ管）

ヨイントテー

平面図"、壷ｪ狸
甘火テープ

=て垂三万房一′

亡
判
ゴ
ロ
ヨ

の
。
、

、
ｔ
ｏ
の

元てん

開口径158以下

'輔

断面図

(全管被覆の場合）

被晒材

(無樹質混入オレフィン樹脂・ガラス繊維積層材）

配管
(塩化ビニル管：管鮭手）

/弓蕊匡応直管）
／－夷~万1二二

被履材

(鎚樋質混入オレフィン樹脂・ガラス繊維積層材）

配管

／ (塩化ビニル管：管縫手

'殉(塩化ビニル楢 ﾖ管）

一
一
｝ジヨイ己

制火丁一プ
患てん

平面図300以上
⑳

I

に
判
蓉
ロ
ヨ

》
判
ロ
ー
雪
ロ
ロ
②

開口径

ジョイントテープ

断面図

(部分被覆の場合）

図1構造説明図
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単位m、

被履材
(無樹質混入オレフイン樹贈・ガラス繊維積層材）

被硬材

(無麗質混入オレフィン樹脂・ガラス綱維積眉材）配管
(塩化ビニル管：直管）

/、／
配管
(塩化ビニル管：直管】

平面図〃、壷ヱム塾 甘火テープ

に
丹
塞
ロ
ヨ

てんホ

閲口径158以下

“

断面図

(全管被覆の場合）

被硬材

被覆材

(無樹質混入オレフイン樹脂・ガラス繊維積層材）

ジョイントテープ

/、／ (淵ビニル管:直管）
摩

耐火テープ
和|蛍

に
判
ゴ
ロ
ヨ

てん材

､罫"’
ジョイントテープ

断面図

(部分被覆の場合）

図2構造説明区
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被覆材
(無機質混入オレフィン樹脂。ガラス繊維積層材〕

;…蕊§

聯p-p：

表面材
(ポリエステル系樹脂》

配管
(塩化ビニル管：直管う

充てん材

、／
樹脂ｼー ﾄ

(無機質混入オレフィ

釧坊柵》／
被覆材の詳細図

図S構造説明図

－8－
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7.施工方法：

施工図を図4に示す。

施工は以下の手順で行う。

被覆材を配管に全面被覆する場合又は部分被覆する場合の2種類がある。
(1)配管全面に被覆する方法(全管被覆）

①施工する配管の外径が、占積率以下になることを確認し、開口部を設ける。

②配管の被覆材処理は、工場又は現場において被覆材の処理を行う。

なお、被覆材と被覆材との接合部には、ジョイントテープで処理を行う。

③被覆材付き配管の設置を行い、支持･固定する。

耐火テープが貫通部に100m以上埋め戻される位置に被覆材への墨出しをする。
ただし、状況により、被覆材付き配管の設置前に墨出し・耐火テープ巻きつけを行う場合は、
耐火テープが貫通部に100m以上埋め戻されるように調整した後、支持・固定を行う。

液洞#：

C

裏化ごニル菅（ﾀﾄ怪：114以下I

円刑開口鯛（d158以下）

願火デープ

④耐火テープを巻きつける際には、初端と終端に隙間が無いように巻き付けるか又は、オーバー

ラップさせて巻きつける。

只只

⑤開口部と被覆材付き配管の隙間をセメントモルタル又はロックウールセメントモルタルで充て

んし埋め戻す。なお、充てん材の落下防止のために、床下の面に板等を用いて仮押えをし、充

てんする。そして、充てん材硬化後、板等を取り除き隙間の無いことを確認する。

心

－9－



(2)貫通部周りの配管(床の上下面から300m以上)に被覆する方法(部分被覆）
①施工する配管の外径が、占積率以下になることを確認し、開口部を設ける。
②配管の被覆材処理は、工場又は現場において被覆材の処理を行う。
③被覆材付き配管の設置を行い、支持･固定する。
その際、配管の被覆材長さは、床材の上面から上方向に300m以上、かつ床材の下面から下方
向に300m以上であることを確認する。

堪化ごニル管（外擾9114以下）

r恵一－
一

考
"L一一一一

④被覆材の端部はジョイントテープで処理を行う。
耐火テープが貫通部に100mm以上埋め戻される位置に被覆材への墨出しをする。

喜鳥耐輝号塁責蕊溌繍詮議墓翻霊蝶懸梗窪了察青忌茎鱒雲密
温化ビニル管（外樫：114以下）恩化ビニル壱（ﾀﾄ堅：114以章）

「

や
ウ

!i11/竺者

／虞(翠書'9”上〉

⑤耐火テープを巻き付ける際には、初端と終端に隙間が無いように巻き付けるか又は、オーバー
ラップさせて巻き付ける。

a化ビニル昔（外哩：114以下》

墾月/砦話

職
《番付け又ばオーパーツンプ）

⑥開口部と被覆材付き配管の隙間をセメントモルタル又はロックウールセメントモルタルで充て

んし埋め戻す。なお、充てん材の落下防止のために、床下の面に板等を用いて仮押えをし、充
てんする。そして、充てん材硬化後、板等を取り除き隙間の無いことを確認する。

鮭三弐
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単位 mm

塩化ビニル管（外径114以下〕

紗

末（厚さ10［

全管被覆の場合

塩化ビニル管（外径114以下〕

ジョイントテープ C
充てん材

被覆刺

砂

耐火テープ

部分被覆の場合

図4施工図

-11-




